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姫路巾史第六巻
本編近現代 3

監修 京都大学教授
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初期の給食風景（姫路市立余部小学校、 1950年頃）
（姫路市立余部小学校「硝立100同年記念誌」）

岡田知弘

:、,·~置•"出込
大手前通り（株式会社姫路吠ビル「20年のあゆみ」）
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姫路大博屁会正面ゲート(「'66姫路大博覧会誌J)

終
戦
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ

戦
後
三
十
年
の
姫
路
市
の
歩
み

本
れ
り
は
、
姫
路
市
史
通
史
紺
の
最
終
巻
で
す
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
時
期

は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
0
)
年
の
終
戦
前
後
か
ら
、
高
度
経
済
成
長
が
終

わ
る
一
九
七
五
（
昭
和
五
0
)
年
頃
ま
で
の
約
三
十
年
間
で
す
。

こ
の
時
代
、
姫
路
市
の
姿
も
市
民
の
生
活
も
大
き
く
変
貌
し
ま
し
た
。
本

占
で
は
、
政
治
、
／
t
r
財
政
、
廂
工
業
、
牒
漁
業
、
市
民
生
活
、
教
育
、
文
化
・

芸
術
、
社
会
問
題
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
目
配
り
し
な
が
ら
、
戦
後
復
興
か
ら
高

皮
経
済
成
長
、
そ
し
て
そ
の
終
形
に
至
る
姫
路
の
現
代
史
を
、
敷
富
な
賢
料
、

図
表
や
写
其
も
活
用
し
て
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
わ
か
り
や
す
く
俯
轍
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

戦
後
復
興
期
を
対
象
と
し
た
第
一
章
と
第
二
箪
で
は
、
二
度
に
わ
た
る
空

製
に
よ
っ
て
脱
墟
と
な
っ
た
姫
路
市
街
地
と
窮
乏
化
し
た
市
民
生
活
の
様
子
、

占
領
軍
と
の
交
流
、
そ
し
て
伝
染
病
流
行
の
実
相
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る

復
興
の
息
吹
を
、
R

記
や
手
面
、
新
闘
記
事
を
通
し
て
リ
ア
ル
に
描
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
終
戦
前
後
に
お
け
る
学
校
で
の
被
災
と
教
育
現
場
の
状
況
、

教
育
制
度
改
革
に
よ
る
新
制
の
小
中
高
校
、
大
学
の
設
骰
過
程
が
賓
料
に
よ

っ
て
克
明
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
石
見
元
秀
市
長
の
下
で
他
都

市
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
す
す
め
ら
れ
た
戦
災
復
興
事
業
、
臨
海
工
業
地
帯
の

造
成
、
5
0
メ
ー
ト
ル
迫
路
建
設
に
よ
る
船
路
城
観
光
と
商
店
街
や
百
貨
店
の

復
活
・
形
成
過
程
も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
阿
部
知
二
等

に
よ
る
多
様
な
創
作
活
動
が
花
聞
い
た
戦
後
の
文
芸
活
動
や
、
東
芝
争
議
に

代
表
さ
れ
る
活
発
な
労
働
迎
動
も
姫
路
の
特
質
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
昧
説
し

て
い
た
だ
き
た
い
点
で
す
。

第
三
敢
と
第
四
政
は
、
高
度
経
済
成
長
期
か
ら
そ
の
終
焉
に
至
る
時
期
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
姫
路
市
は
「
大
姫
路
市
」
構
想
の
下
に
周
辺
八
町
村

と
合
併
す
る
一
方
で
、
都
市
開
発
、
生
活
閑
椛
整
備
、
駅
南
土
地
区
画
整
理

事
業
を
展
開
し
ま
す
が
、
市
は
財
政
危
機
に
陥
り
ま
す
。
石
見
元
秀
市
長
に

代
わ
り
吉
田
既
信
市
長
が
誕
牛
す
る
市
政
の
変
動
、
財
政
危
機
か
ら
の
脱
出

と
福
祉
・
閑
燒
施
策
の
拡
充
過
程
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
臨

海
工
業
地
術
の
開
発
が
引
き
起
こ
し
た
公
害
問
閣
と
公
害
反
対
運
動
の
広
が

り
、
全
国
を
リ
ー
ド
し
た

P
T
A

義
務
教
育
竹
の
負
担
軽
減
迎
動
に
つ
い
て

も
特
箪
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
高
疫
経
済
成
長
は
、
市
民
生
活
も
大

き
く
変
え
ま
し
た
。
本
t
1
で
は
、
テ
レ
ビ
や
自
動
車
の
普
及
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
登
場
に
も
焦
点
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
悔
開
発
に

よ
る
漁
業
や
塩
田
の
衰
退
、
都
市
化
の
な
か
で
の
小
中
高
等
学
校
・
大
学
の

増
設
と
同
和
教
育
の
展
開
、
「
河
川
プ
ー
ル
」
の
誕
生
や
幻
の
民
放
設
立
迎

動
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
度
成
長
下
で
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
蒻
揚
も
注
目
に
値
し
ま
す
。
桂
米
朝
師
匠
の
逍
稿
も
コ
ラ
ム
と
し

て
収
録
し
て
い
ま
す
。



発刊当時のチラシにつき未刊と表示されている巻もありますが、姫路市史は全巻（１６巻２３冊）発刊済です。
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I 内容 I 
第一章 戦災復興期の姫路

第一節廃墟と化した姫路市街地
第二節終戦直後の窮乏と混乱

第三節 占領下の大合併と新姫路市の誕生

第四節戦災復興事業の展開
第五節労働運動の昂揚

第二滋戦後の諸改革

第一節 新忽法と地方自治制度の改革
第二節税•財政の改革と市民生活
第三節商工業の復興政策

第四節殷地改革と農林漁業の発展
第五節教育制度の改革

・学校沿革図 ・戦災復興事業区域概略図
・姫路都市計画用途地域図（1954年）
•都市計画図（1971年）

第三政 高皮経済成長と姫路市行財政の拡充

第一節 町村合併・大姫路市の成立

第二節 姫路市財政の拡大と転換

第三節産業構造の高度化

第四節 交通通信機関の発達
第五節 学校教育・社会教育の充実

第四滋都市形成と燐村の変貌

第一節 都市社会の形成と生活様式の変化

第二節教育の拡大と充実
第三節農山漁村の変貌

第四節 高度経済成長の終焉
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2016年 7 月 9 日由午後
ィーグレひめじ•あいめっせホールにて
執筆者8人によるシンポジウム

|- 既刊騒案員内■■■■

一＊糾第一巻上 自然 灯料編 第七巻上 自然 史料編 第十三巻上 近現代 2

第一巻下 考古 第七巻下 考古 第十三巻下 近現代 3 （未刊）
第二巻 古代・中世 （未刊） 史料紺 第八巻 古代・中世 1 別編 第十四巻 姫路城
第三巻 近世 l 第九巻 中世 2 第十五巻上 民俗紺

第四巻 近世 2 第十巻 近世 1 第十五券中 文化財組 1

第五巻上 近現代 1 第十一巻上 近世 2 第十五巻下 文化財紺 2

第五巻下 近現代 2 第十一巻下 近世 3 第十六巻 年表・索引 （未刊）

第六巻 近現代 3 （今回発刊） 第 1ここ巻 近現代 1

関西電力姫路第一発電所（関西霞力株式会社提供） 塩田の風景（木庭山から十八反浜方面を望む）
（「姫路市灘南部土地区画整理取痰完工記念誌J、住田哲雄氏提供）

I 購読申込みJについて
害 名 姫路市史第六巻本編近現代3

本の体裁 A5判／上製本／中性高質紙使用
装丁用織物表紙／貼箱入り

頒 価 5,000円送料500円（一部につき）

頒布方法 〈直接購入の場合〉
次のところで販売しーています。
城内図書館 史料整理担当
市政情報センター（市役所 1 階）
ジュンク堂書店（姫路店）

〈郵送希望の場合〉

●現金書留・郵便為替
下記の住所までご送金ください。

申込先 〒670-0012
姫路市本町68-258ーぽi本城郭研究センター内）
城内図書館 史料整理担当
TEL (079) 289-4886 FAX (079) 289-4891 


